
 

 

 

 

 

① 最後まで話を聞き、友だちの考えに対して自分の意見が言えたか、振り返らせることにより子

ども同士で学び合う力を身につける。 

② 活動や行事終了後、「わくわくフアイル」に条件付きの文章を書かせることにより、書く力を高

める。 

③ 学年に応じた「家庭学習振り返りカード」を使って各学年のめやすの時間家庭学習に取り組ま

せ、保護者の協力を得ながら、子どもたちに自主的に学習する力を身につける。 

 

 

①自分の考えを伝え合う授業づくりの交流 

授業者は板書や成果物の写真、ノートのコピーを月１回以上研修コーナーのファイルに残す。

月１回の互見授業を実施し、子どもが意欲的に伝え合う場の工夫を職員同士で意見交換する。 

②書く力を高める「わくわくファイル」の取り組み 

 全校の児童が、行事や活動の後で、下記の「わくわくファイル」（作文と絵）を書き、振り返

りを行う。またそれを、全校の児童が見ることができる場所に掲示してみんなで読み合う。ま

た、１年間分の「わくわくファイル」を、年度末に地域の方を招いて行う「草地っ子感謝フエ

スタ」で掲示し、感謝の気持ちをあらわす。この取り組みが６年間積み上げられているため、

子どもたちに書く力が自然と身に付いている。さらに、友だちや地域の方からほめられること

で、子どもたちの自尊感情が高まっている。 

 

 

 

 

 

③やり直しの徹底と補充学習 

  宿題に出したプリントや単元のまとめテストなどのやり直しを、清掃後のステップタイムなど

を使って徹底して行う。子どもの苦手な部分は、何度も繰り返し学習させる。また、学習習慣や

学習の理解に不安がある子どもは、放課後学習や長期休業中の補充学習で学力の向上を図った。 

豊後高田市立 草地小学校 
学力向上プランの概要 

効果のある取組事例 

【別紙様式（参考）】 

「わくわくファイル」の条件 
○見たこと、聞いたこと、手で触ったことを書く。 
〇話したことを書く。 
○友だちの良いところを見つけて書く。 
○ペアの様子と自分の様子を比べて書く。 
○昨年度の経験と比較して書く。 
○地域の人への感謝の気持ちを書く。 
○１年生の時の自分と比べて書く。    など 


